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1 [bookmark: _Toc390973408]はじめに
大阪府の流域下水道は、昭和40年に流域下水道事業に着手し、流域下水道整備を推進してきた。平成24年度末現在、府内の流域下水道区域の下水道普及率は91.7％に達している。
また、本府の流域下水道の水みらいセンターおよびポンプ場においては、機械電気設備では耐用年数を超過したものから順次、更新や長寿命化を図っており、土木構造物についても、あと数年で耐用年数を超過する施設も有している。本格的な大量更新時期を迎え、今後も老朽化施設ストックの更なる増加が不可避な状況にある。
下水道は、重要なライフラインであり、万が一機能停止した場合、府民生活や企業活動に重大な支障を及ぼすことから、適切な維持管理、計画的な改築更新による安定した機能確保が不可欠である。今後は、限られた財源の中で整備してきた施設をいかにして機能を維持し、長期に活用していくのかが重要な課題となっている。

このような状況から、本計画は、施設の延命化、維持管理コストの最小化･平準化を目標として、水処理施設等土木構造物の管理水準と点検、調査、補修、更新等維持管理内容を明確にし、水みらいセンター及びポンプ場の維持管理を適切に行っていくための実施手法を定めることを目的とする。
本計画は、水みらいセンター及びポンプ場の土木構造物に適用する。



2 [bookmark: _Toc390973409]全体の維持管理フロー
既存施設及び新設施設に対する全体の維持管理フローを以下に示す。

主な資産情報の整理

→３
“→数字”は、参照する章番号を示す。


点検計画の策定



　　　初期点検の実施

→４

異常有り

異常の有無



異常無し


定期点検、
計画点検※1の実施






整理

異常有り
詳細点検の実施


→４
→５
機能は確保
劣化の修復可能
劣化の進行が著しい
機能喪失


異常の有無
健全度判定





短期改築計画
(長寿命化計画)
軽微な異常
修　　繕

→６
異常無し

→６


施設管理情報の蓄積と活用


→７

図2.1　全体の維持管理フロー

※1：	計画点検とは、ﾌﾟﾗﾝﾄ機械又はﾌﾟﾗﾝﾄ電気設備の点検整備または改築工事等により水槽内の水がない期間に合わせて実施する点検


3 [bookmark: _Toc390196232][bookmark: _Toc390973410]管理方法と管理の単位

ポンプ場、処理場施設の管理方法には、予防保全と事後保全がある。
予防保全は寿命を予測し異常や故障に至る前に対策を実施する管理方法であり、状態監視保全と時間計画保全に分類される。また、事後保全は異常の兆候や故障の発生後に対策を行う管理方法である。それぞれの特徴、留意点を下表に示す。
表3.1　管理方法の分類とその特徴
[image: ]
（出典：『ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き』
国土交通省H25 P.53）
3.1 [bookmark: _Toc390196233][bookmark: _Toc390973411]土木躯体(ｺﾝｸﾘｰﾄ)の管理方法
土木躯体の管理方法は、中性化の進行状況を基に行うものとする。腐食ひび割れが目視で確認できる状況になった場合には、すでに劣化過程の「進展期」から、鉄筋の腐食が急激に増大し剥離･剥落を生じる「加速期」に達していることが多い。このため、あらかじめ中性化の進行予測を行うなどの予防的な管理を行った上で、初期点検・定期点検等、各種点検を継続的に行い、腐食・劣化の進行状況を把握しておく必要がある。
よって、土木躯体(ｺﾝｸﾘｰﾄ)は状態監視保全とする。
[image: ]
図3.1　中性化による劣化過程
　　　　　　　（出典：『ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方書 維持管理編』　土木学会2007年版P.82）
3.2 [bookmark: _Toc390196234][bookmark: _Toc390973412]土木付帯設備の管理方法
　土木付帯設備は、以下に挙げる項目がある。このうち、蓋類やﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ、手摺りやﾀﾗｯﾌﾟについては、所定の機能を発揮できていない状況では、転落等の事象を誘発し人命に影響を与える潜在的なﾘｽｸを有しており、維持管理者又は第三者(見学者等)に危険を及ぼすおそれが高い資産として「ﾘｽｸ管理資産」と定義して管理する。また、それ以外の防食塗装とEXP.J（ｴｸｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ）については、「通常資産」として管理する。
	
【土木付帯設備】
●ﾘｽｸ管理資産
・蓋類(縞鋼板、FRP蓋、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞなど)
・手摺
・足掛金物
・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

●通常資産
・防食塗装
・EXP.J(ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ)　等

これらの土木付帯設備は、巡視及び定期的な目視点検による劣化状況の把握は可能でも劣化の予兆を図ることが困難なため事後保全とするが、このうちﾘｽｸ管理資産については、機能不全の状態で放置した場合、先述のとおり人命に影響を与えるﾘｽｸが大きいため、巡視や定期点検によって、劣化状況を都度把握するとともに、帳表や写真等により管理し、異常の有無によっては、緊急措置や詳細点検を実施することで管理を行う。


3.3 [bookmark: _Toc390717739][bookmark: _Toc390973413]管理・点検の単位
（1）管理点検単位
点検調査を行い、各帳表にその結果を記載して情報を蓄積していく「管理点検単位」は、基本的にEXP.Jで囲まれた土木躯体（土木付帯設備も含む）を１単位とする。
これは、EXP.Jが増設を行う場合や構造形態が大きく変化する場合に設けられていることが多く、施設を分ける指標として適切であると判断したものである。また、供用年次が異なる系列等についても施設を分ける指標として考慮する。




管理棟

汚泥処理棟








水処理施設
最終沈殿池
反応タンク
最初沈殿池
連絡管廊


管理点検の単位分けを示す。
EXP.J
1系列
2系列
3系列
水処理施設
水処理施設
増設側

図3.2　管理･点検の単位(EXP.Jとの関係)

（2）細分管理単位
各種点検は、基本的に管理点検単位毎に行うものとするが、EXP.Jで囲まれた土木躯体（土木付帯設備も含む）の範囲中に異なる内容物（汚泥や汚水又は処理水等）を貯める水槽や池等が複数存在する場合には、管理点検単位を内容物毎に点検単位を細分化するものとする。これは、汚水と汚泥又は処理水では、腐食環境が異なり、ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化速度等が同様ではないためである。


（3）資産管理
試算管理は、「資産番号」と「資産位置」並びに「資産名称」により管理する。
1） 資産番号
各資産は、それぞれに資産番号を付記して管理する。
（例）
· 土木工種の資産番号は10001から開始する。
· その他の施設は次の通り。
建築工種は20001、建築機械は30001、建築電気は40001、機械設備は50001、電気設備は60001。

2） 資産名称
　資産名称は、名称自体で施設が特定できるよう、標記形態、標記ルールを設けておく。
（例）
· 『①施設名称_②系列等_③階数等_④付帯設備名称』で表現する。
· 以下の個々の項目を「_：ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ」で繋ぐ。
①施設名称　　　：例）最初沈澱池、管理棟、汚泥処理棟、汚泥処理棟等
②系列等　　　　：例）1系列、増設側等
③階数等　　　　：例）B1F、1F、RF等
④付帯設備名称　：例）手摺、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ、防食塗装等
· 水処理施設第1系列の最初沈澱池1階にあるﾄｯﾌﾟﾗｲﾄの資産名称は、
「最初沈澱池_1系列_1F_ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ」
と表記する。
· 現地にも名称を掲示しておく。

3） 資産位置
　各資産の位置を把握しやすくするため、位置情報を資産位置として管理する。棟内にさらに細分した部屋等の空間がない場合などは、「資産名称≒資産位置」となる。
（例）
· 上記の例では「最初沈澱池_1系列_1F」が位置情報となる。
· 棟内に部屋等がある場合などは、「汚泥処理棟_増設側_2F_脱水機室」や「送風機棟_1F_風道」等と表記する。


4 [bookmark: _Toc390973414]計画的な点検

4.1 [bookmark: _Toc390196236][bookmark: _Toc390973415]趣旨、目的
腐食環境及び施設の健全度を把握するため、施設の点検を計画的、定期的に行うことにより、劣化部を早期に発見すること、構造物に致命的な欠陥を招く前に補修工事で対応することが可能となることを目的とする。

4.2 [bookmark: _Toc390973416]対象施設の選定
　ポンプ場、処理場内の土木構造物及び付帯設備は、広範囲でかつ資産数も多い。定期的な点検にあたっては、計画的・効率的に実施する必要がある。下表に示すように、施設の機能上の重要度と腐食環境度は合致しておらず、安全な維持管理の確保の観点からは施設の機能上の重要度だけではなく、機能と安全性の確保の両方の観点から対象施設の選定を行うことが重要である。

表4.1　施設の機能上の優先度と腐食環境度の関係
[image: ]



4.3 [bookmark: _Toc390973417]点検の種類、方法と頻度

計画的な点検は、直営又は運転管理業務受託者が目視で確認できる、または簡易な計測機器等で数値や傾向を把握できる程度とする。※1
なお、水処理施設の池底部、側壁部等、日常目視できない部分については、計画点検として、機械設備点検時等槽内の水を空ける際に実施する。

表4.2　点検の種類と頻度
	種類
	点検頻度
	内容

	初期点検
	新設後（既存施設は維持管理計画策定後）に1回行う。
	維持管理計画を実施するにあたって、対象物の劣化度を把握し、定期点検を行う上での初期値又は参考とする。
目視による施設の状態(異常の有無)の把握に加え、躯体の劣化度を把握するため、各処理場又は施設の経過年数、腐食環境（塩害地域等）、施設重要度、劣化状況等を総合的に勘案し、優先順位を設け順次、物性試験として圧縮強度試験や中性化試験などのｺﾝｸﾘｰﾄ調査を行う。※2
また、調査結果に基づいて中性化進行予測を行い、状態監視保全を行う上での判断材料とする。【要検討】
物性試験の内容と対象施設


	計画点検※3
	ﾌﾟﾗﾝﾄ機械又はﾌﾟﾗﾝﾄ電気設備の点検整備または改築工事等により水槽内の水がない期間に合わせて実施する点検
	

	定期点検
	1年に1回
	初期点検を行った施設を対象に、目視により施設の状態(異常の有無)を把握する。また、点検優先度等の各種要因により施設によっては、物性試験を後年に行うことがあるが、この結果は、定期点検や計画点検等と合わせて管理を行う。点検の結果を基に、緊急措置の要否、詳細調査の要否を判断する。


※1	直営又は運転管理業務受託者が実施できない場合は、別途外注する。
※2 物性試験としての初期値確認は、基本的に初期点検時に行うことが望ましいが、膨大な資産数を保有していることから全ての資産を短期間に調査することは物理的に難しいため、概ね調査初年度～10年の間に実施する。
※3池内や水槽内は通常水で満たされて目視確認も実施できないことが多い。ﾌﾟﾗﾝﾄ機械又はﾌﾟﾗﾝﾄ電気設備の点検整備または改築工事等により水槽内の水がない期間利用して、腐食環境下の調査を行い、併せて物性試験の実施や詳細点検を行えるよう、効果的な点検調査計画を策定する。



4.4 [bookmark: _Toc390973418]点検項目と内容

計画的な点検における点検項目と内容は、以下のとおりとする。

表4.3　点検項目と内容（躯体）
	点検項目
	内容

	目視点検
	ひび割れ
	概ねのひび割れ幅と程度を確認する。

	
	表面劣化
	表面の脆弱化を確認する。

	
	鉄筋腐食
	鉄筋腐食の状態や錆汁を確認する。

	
	漏水
	躯体面からの漏水の状態を確認する。

	
	浮き
	躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

	
	骨材の露出
	表面の骨材の露出状態を確認する。

	物性試験
※2
	コンクリート強度
	コア採取し、圧縮強度試験を行う。

	
	劣化状態
	中性化試験を実施し、中性化深さ、鉄筋かぶり厚の確認、腐食速度を算出する。

	鉄筋腐食（状態監視）※2
	腐食速度と耐用年数、経過年数より残余年数を算出する。


※2 初期点検のみ実施する。

なお、腐食速度（中性化の進行予測）は、一般に時間の平方根に比例するとされていることから、ここでは、√t則を用いて予測するものとする。

　ｙ＝ｂ√ｔ
　ここで、　ｙ	：中性化深さ(mm)
　　　　　　ｔ	：材齢（年）（一般的には竣工後の年数）
　　　　　　ｂ	：中性化速度係数(mm/√年)
　ｂ＝ｙ／√ｔ
（出典　下水道ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の腐食抑制技術及び防食技術ﾏﾆｭｱﾙH24.4 P.130）

　仮に、中性化深さ37.8mm、経過年数24年、鉄筋かぶり厚さ40mmの場合
　ｂ＝37.8÷√24＝7.716mm/√年
　ｔ＝(ｙ÷ｂ)^2＝(40÷7.716)^2＝26.8年
　26.8－24＝2.8年（残余年数）




表4.4　点検項目と内容（土木付帯設備）
	
	点検項目
	内容

	リスク管理資産
	手摺・足掛金物
	劣化（腐食）
	目視により劣化の状態を確認する。

	
	
	損傷（部材欠損等）
	目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

	
	
	取付状態
	取付部のぐらつきの有無を確認する。

	
	蓋類、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ
	劣化（腐食）
	目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

	
	
	取付状態
	本体、受枠のがたつきの有無を確認する。

	通常資産
	防食塗装
	点食
	目視により点食の有無、程度を確認する。

	
	
	膨化
	目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

	
	
	剥離
	目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

	
	ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ
	漏水
	目視により漏水の有無、範囲を確認する。

	
	
	劣化（腐食）
	目視により部材の腐食有無、範囲を確認する。

	
	
	損傷（部材欠損等）
	目視により部材の損傷有無、程度を確認する。




4.5 [bookmark: _Toc390973419]記録様式（初期点検）
初期点検の記録様式を躯体、土木付帯設備別に示す。
なお、付帯設備は手摺・足掛金物の記録様式を一例として示す。


[image: ]
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4.6 [bookmark: _Toc390973420]記録様式（定期点検）
定期点検の記録様式として、躯体を次頁に示す。なお、付帯設備は初期点検と定期点検の記録様式は同様である。


[image: ]

4.7 [bookmark: _Toc390973421]処置・対策
躯体及び土木付帯設備の定期点検の結果から、維持管理者もしくは第三者への影響が問題となるような重大な変状が認められた場合は、早急に処置を行う。
緊急措置の事例は以下のとおりである。
表4.5　緊急措置の事例
	種類
	問題となる異常
	緊急措置の事例

	躯　　体
	・ｺﾝｸﾘｰﾄ片の落下等により維持管理者、第三者へ危険をおよぼす場合
	・ﾛｰﾌﾟ、ｺｰﾝの設置
・立ち入り禁止看板の設置
・大きなｺﾝｸﾘｰﾄの浮きは撤去し、断面修復を行う。

	
	・スラブ下端鉄筋が広範囲にわたり腐食・剥落
	・スラブの使用禁止

	土木付帯設備
	・腐食劣化による蓋受枠の欠如
・足掛金物の腐食と肉厚減少
・手摺埋込部ｺﾝｸﾘｰﾄの剥落
	・ﾛｰﾌﾟ、ｺｰﾝの設置
・立ち入り禁止看板の設置



また、異常が認められ、その異常が今後の維持管理におけるﾘｽｸ※1に発展するおそれがあると判断される場合は、詳細点検が必要な施設として抽出する。
　　　　※1：人の人命や怪我に影響を与える事象又は下水機能に重大な障害が生じる事象等

また、定期点検の結果、詳細点検が必要か否かについて、判定の目安を以下に示す。【要検討】ひび割れ幅


表4.6　詳細点検実施の目安（躯体）
	点検項目
	内容

	目視点検
	ひび割れ
	ひび割れ幅0.2mm以上のｸﾗｯｸがある。

	
	表面劣化
	表面がもろく、指で簡単に掻きとれる。

	
	鉄筋腐食
	腐食が顕著に存在、断面欠損有り、錆汁顕著。

	
	漏水
	噴出している。

	
	浮き
	剥離が顕著に存在する。

	
	骨材の露出
	骨材を手で掻きとれる。


　なお、初期点検において、以下のような事象が確認された場合には、詳細点検を実施することが望ましい。

1 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度		：設計強度未満又は設計強度と近似値を示した場合
2 中性化の進行	：鉄筋かぶり厚－10～20mm＜中性化深さを示した場合
3 鉄筋腐食		：腐食開始残余年数＜耐用年数－経過年数又は鉄筋の腐食　　　
が確認された場合


表4.7　詳細点検実施の目安（土木付帯設備）
	
	点検項目
	内容

	リスク管理資産
	手摺・足掛金物
	劣化（腐食）
	腐食が著しく、断面欠損がある。

	
	
	損傷（部材欠損等）
	主部材に部分的に、または大きく欠損がある。

	
	
	取付状態
	基礎（躯体）の浮き、または損傷

	
	蓋類、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ
	劣化（腐食）
	腐食が著しく、断面欠損がある。

	
	
	取付状態
	基礎（躯体）の浮き、または損傷

	通常資産
	防食塗装
	点食
	点食が広い範囲にみられる。

	
	
	膨化
	膨化が広い範囲にみられる。

	
	
	剥離
	剥離が広い範囲にみられる。

	
	ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ
	漏水
	滴下または噴出

	
	
	劣化（腐食）
	手で容易に剥がすことができる。

	
	
	損傷（部材欠損等）
	部分的に、または大きく欠損がある。




定期点検の結果に基づく対処・判定のフローを下図に示す。


定期点検の実施

　　　


問題となる異常の有無
有

緊急措置


無


詳細点検の要否

必要


不要


維持管理で対応
維　持

詳細点検



図4.1　定期点検に基づく対処、判定フロー


5 [bookmark: _Toc390196242][bookmark: _Toc390973422]詳細点検

[bookmark: _Toc390196243][bookmark: _Toc390973423]趣旨・目的
計画的な点検において異常が認められ、かつ明らかに通常の維持管理で対応できない各資産を対象に、どのような対策が必要かを判断するために詳細点検を実施する。
詳細点検に基づき、範囲が狭く異常の程度が軽微な場合には修繕を、範囲が広範囲で異常の程度が顕著な場合は健全度評価を行い、短期的な改築計画（長寿命化計画）を策定し、必要な対策を講じる。

[bookmark: _Toc390196244][bookmark: _Toc390973424]頻度、実施時期
計画的な点検において異常が発見され、その状況の程度によって、緊急措置あるいは、詳細点検が必要と判断された場合に適宜実施するものである。
なお、短期的な改築計画（長寿命化計画）が5～6年のスパンであることに鑑み、5年程度経過した時点で次期計画の策定を検討する。

[bookmark: _Toc390196245][bookmark: _Toc390973425]点検項目、点検方法
詳細点検が必要と判断された施設・設備について、初期点検及び定期点検で作成した点検表に基づき、現在の健全度を評価するために必要な調査を行う。調査にあたっては、ｺﾝｸﾘｰﾄ診断士等の有資格者又は民間調査会社（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等）に委託し調査を実施するものとする。
なお、実施する調査は下記（1）に示すとおりであり、対象施設・設備の特性に応じて異常の程度を調査し、根拠資料として写真撮影を行うものとする。

（1）点検項目
　　点検項目を以下のとおりとする。
　　施設、付帯設備別の調査方法は次頁（2）に示す。

表5.1　点検項目
	部　位
	点　　検　　項　　目

	躯　体
	ひび割れ、表面劣化（脆弱化、剥落、錆汚れ）、鉄筋腐食、漏水、たわみ、不同沈下、ｺﾝｸﾘｰﾄ調査（表面強度試験、コア法による圧縮強度試験、表面pH試験、中性化試験、鉄筋腐食度試験）、補修歴

	土木付帯設備
	劣化、損傷、取付状態、点食、膨化、剥離、漏水、硫化水素濃度試験（24時間連続測定、四季別等）、補修歴





（2）点検方法
　　施設・付帯設備の調査方法を以下に示す。
　　なお、付帯設備についてはその機能・特性に応じ、“手摺・足掛金物”、“覆蓋”、“防食塗装”、“ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ”の4つの内容に分類する。
　1）躯体
	点検項目
	点検内容

	ひび割れ
	ひび割れ幅と程度を確認する。

	表面劣化（脆弱化）
	表面の脆弱化を確認する。

	鉄筋腐食
	鉄筋腐食に伴う錆汁や腐食鉄筋の露出状況を確認する。

	漏水
	ひび割れからの漏水の発生状況を確認する。

	浮き
	躯体表面のコンクリートの浮きを確認する。

	骨材の露出
	表面の骨材の露出状況を確認する。



　2）付帯設備（手摺・足掛金物）
	点検項目
	点検内容

	劣化（腐食）
	目視により劣化の状態を確認する。

	損傷（部材欠損等）
	目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

	取付状態
	取付部のぐらつきの有無を確認する。



　3）付帯設備（蓋類・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ）
	点検項目
	点検内容

	劣化（腐食）
	目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

	取付状態
	本体、受枠のがたつきの有無を確認する。



　4）付帯設備（防食塗装）
	点検項目
	点検内容

	点食
	目視により点食の有無、程度を確認する。

	膨化
	目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

	剥離
	目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

	硫化水素濃度
	防食塗装の必要性があるが、施されていない施設については、詳細点検に併せ硫化水素濃度測定等の試験を実施する。



　5）付帯設備（ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ）
	点検項目
	点検内容

	漏水
	目視により漏水の有無、範囲を確認する。

	劣化（腐食）
	目視により部材の腐食有無、範囲を確認する。

	損傷（部材欠損等）
	目視により部材の損傷有無、程度を確認する。


[bookmark: _Toc390196246]


[bookmark: _Toc390196248][bookmark: _Toc390973426]診断項目、評価（診断）判定基準
詳細点検により、物理的又は機能的な診断を行う。
以下に施設・付帯設備別に具体な評価判定方法を示す。

　（1）躯体
　　　　　　　　　　　　　　表5.2　詳細点検判定表（躯体）
[image: ]




　（2）土木付帯設備　

表5.3　詳細点検判定表（手摺・足掛金物）
[image: ]















表5.4　詳細点検判定表（蓋類・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ）
[image: ]





表5.5　詳細点検判定表（内部防食）
[image: ]
















表5.6　詳細点検判定表（ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ）
[image: ]



[bookmark: _Toc390196249][bookmark: _Toc390973427]健全度判定基準（更新時期の判定）
　　（1）調査判定結果とその状態、措置方法の整理
調査判定項目毎に、異常の程度を段階的に区分して判定する。
判定結果とその状態、措置方法について以下に示す。【要検討】
　区分ごとの表現
　更新時期の判定



表5.7　判定結果とその状態、措置方法
	判定結果
	状　　態
	措置方法

	５
	設置当初の状態で、機能上問題が無い。
	措置は不要。

	４
	機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。
	措置は不要（維持管理又は簡易な対応）。

	３
	劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。
機能回復が可能。
	劣化が進行。
修繕により機能が回復。費用比較により更新又は長寿命化対策を実施。

	２
	機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。
機能回復が困難。
	更新・長寿命化対策又は大規模な修繕等、大きな措置が必要。

	１
	機能が果たせない状態（機能停止）。
	更新等、大きな措置が必要。





　（2）健全度の評価方法
躯体及び土木付帯設備の健全度は、評価対象物が有する機能、状態を表す指標であり、健全度評価点数を基に、健全度として5段階にて評価する。

1）躯体【要検討】
　区分ごとの表現

躯体の健全度の評価方法について表5.7に示す。

表5.8  躯体の健全度の評価方法
	健全度
	区　　　分

	５
	点検項目のうち、健全度評価点数が3以下の項目がない場合

	４
	点検項目のうち、健全度評価点数が2以下の項目が1個ある場合

	３
	点検項目のうち、健全度評価点数が2以下の項目が2個ある場合

	２
	点検項目のうち、健全度評価点数が2以下の項目が3個以上6個未満の場合

	１
	点検項目のうち、健全度評価点数が2以下の項目が6個（点検項目全て）の場合


· 鉄筋腐食予測において、鉄筋腐食開始の残余年数が耐用年数までの年数を下回る場合は、健全度を1ランク下げる。

2）土木付帯設備
土木付帯設備の健全度は、健全度評価点数を基に、各点検項目のうち、最も危険な状態を示す判定結果を付帯設備全体の評価点数とし、「健全度評価点数＝健全度」として5段階にて評価する。なお、機能不全の状態は、「健全度1」と評価する。
　　　



[bookmark: _Toc390196250][bookmark: _Toc390973428]記録様式（詳細点検）
詳細点検の記録様式を施設、付帯設備別に示す。
なお、付帯設備は手摺・足掛金物と防食塗装の記録様式について示す。



[image: ]
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6 [bookmark: _Toc390973429]対策実施（補修、補強、改築）

6.1 [bookmark: _Toc390973430]対策
計画的な点検、詳細点検に基づく診断結果から、ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物及び土木付帯設備の性能が低下し、対策工が必要と判断された場合には、施設の性能に及ぼす影響の評価、部位・部材の損傷・劣化状態の判定及び維持管理ﾚﾍﾞﾙ等を考慮し、要求される性能を満足するような対策工を検討する。


表6.1　詳細点検結果に基づく対策工の種類
	詳細点検結果
	対策工の種類
	対策の内容
	躯体
	付帯設備

	健全度3 
	補修・修繕
	劣化の抑制や耐久性能の回復させる
	○
	－

	健全度2
	補強
（補修）
	力学的な性能の回復、あるいは向上を目的とした対策
	○
	－

	健全度2 or 1
（健全度1）
	改築
（供用制限）
	施設・設備の更新
（供用停止あるいは立入禁止等の措置）
	○
	○







①躯体
(1) 補修・修繕
ｺﾝｸﾘｰﾄ片の落下による危険性を除いたり、劣化の進行の抑制や劣化の発生を未然に防ぐことにより、耐久性能を回復もしくは向上させることを目的とした対策である。

■主な補修工法
	対策工
	対策の内容

	ひび割れ注入
	エポキシ樹脂等を注入材料として、ひび割れの上に塗膜を形成させ、防水性、耐水性を向上させる工法

	断面修復
	劣化したｺﾝｸﾘｰﾄを除去した後、改めて必要となる断面形状に新たなｺﾝｸﾘｰﾄを打設し、健全な部位を一体化させる工法



(2) 補強
構造物及び部材の耐荷性や剛性などの力学的な性能の回復、あるいは向上を目的とした対策である。補強は、①ｺﾝｸﾘｰﾄ部材の交換、②ｺﾝｸﾘｰﾄ断面の増加、③部材の追加、④支持点の増加、⑤補強部材の追加、⑥ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽの導入などによって構成される。補強の検討にあたっては、補修を併用させ、補修部位と補強部位を分けて実施していく計画を策定する。

■主な補強工法
	対策工
	対策の内容

	打換工法
	既設ｺﾝｸﾘｰﾄを取り壊し、新たなｺﾝｸﾘｰﾄを打設する工法

	増厚工法
	ｺﾝｸﾘｰﾄ部材の耐荷力向上を目的にｺﾝｸﾘｰﾄ部材を増厚する工法

	FRP 接着工法
	炭素繊維、ｱﾗﾐﾄﾞ繊維を1 方向に配置してｼｰﾄ状にしたものを、ｺﾝｸﾘｰﾄ表面にエポキシ含浸樹脂で1 方向または2 方向に貼り付け、ｺﾝｸﾘｰﾄと一体化させる工法



(3) 改築（供用制限）
構造物及び部材の性能が低下しており、供用できないないと評価及び判定された場合、供用停止を図る、又は物理的な緊急措置を取るとともに、改築に向けて検討を進める。




[image: ]
図6.1　主要な補修工法の種類
　　　　　　　　　　　　　　（出典　樋門・水門等　維持管理ﾏﾆｭｱﾙ（案）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会近畿支部）
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図6.2　構造物・部材の補強工法の例
　　　　　　　　　　　　　　　（出典　樋門・水門等　維持管理ﾏﾆｭｱﾙ（案）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会近畿支部）









7 [bookmark: _Toc390973431]記録、ﾃﾞｰﾀの保存、活用

7.1 [bookmark: _Toc390973432]記録、ﾃﾞｰﾀの保存、活用
点検・調査、健全度評価結果、補修・補強・修繕・改築に関するﾃﾞｰﾀを蓄積し、これをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化（仮称：維持管理ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ）する。
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化にあたっては、点検、調査、健全度評価結果、補修・補強・修繕に関するﾃﾞｰﾀについて整理する。これらの対応により蓄積されたﾃﾞｰﾀを活用することにより、情報の一元管理や健全度予測が可能となり、今後、より計画的な改築計画の立案やｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄへの発展が期待できる。

施設情報の蓄積（データベース構築）
運転履歴
の蓄積
改築・修繕
履歴の蓄積
点検・調査
履歴の蓄積


施設情報の整理
諸元データの
蓄積










施設情報の活用（システム構築）


改築・修繕
費用予測
寿命
評価・予測
運転性能評価




点検・調査及び改築・修繕計画の策定・実行


図7.1　下水道施設情報システムの構築と活用の例
（出典　ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き（案）」
　　　　　　　平成25年9月、国土交通省水管理・国土保全局下水道部、p.29）


(1) 記録
点検・調査・診断時に、各記録様式に基づき、記録する。

(2) ﾃﾞｰﾀの保存
各記録様式に記録した点検結果、調査結果、診断結果及び対策実施内容を維持管理ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（仮称）に入力・保存する。

(3) 維持管理へのﾃﾞｰﾀの活用

	項　　目
	内　　容

	点検・調査状況把握
及び計画時
	・点検・調査実施状況の把握
・点検・調査実施計画への反映
・点検・調査実施手法の見直し、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

	点検・調査実施時
	・点検・調査実施結果の登録

	対策実施時
	・長寿命化計画の申請支援
・対策実施計画の策定支援




(4) 事後評価
蓄積したﾃﾞｰﾀを活用し、維持管理計画の事後評価を行う。必要に応じて維持管理計画の見直しを行い、改善を図る。
効率的・計画的
な維持・補修計画
フィードバック
（1回/5年）
・指針･ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等
・維持修繕計画
（予算の平準化）
・点検実施要領等
の見直し
維持補修計画


対策優先度の更新
（1回/年）


事後評価
補修工事等
の事業実施


データ
蓄積・更新

・劣化予測の検証
・施工性やコスト検証　等

・維持補修後の施設の健全度評価
・補修工法、コスト　等
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状態監視保全 時間計画保全

保全方法

設備の状態に応じて対策を行う



一定周期（目標耐用年数等）ごとに対策を

行う

異常の兆候（機能低下等）や故障の発生

後に対策を行う

・処理機能への影響が小さいもの（応急措

置可能）に適用

・予算への影響が小さいものに適用

劣化の予兆が測れるものに適用 劣化の予兆が測れないものに適用

留意点

設備の劣化の予兆を把握するために調

査を実施し、情報の蓄積を行う必要があ

る

設備の予兆が測れないため、対策周期

（目標耐用年数）を設定する必要がある

異常等の発生後に対策を行うため、点検

作業が少なくてすむ

健全度

イメージ

・処理機能への影響が大きいもの（応急措置が困難）に適用

・予算への影響が大きいものに適用

・安全性の確保が必要なものに適用

適用の

考え方

予防保全

事後保全（更新型）

長寿命化検討対象・基本的に長寿命化対策検討対象設備・基本的に長寿命化対策検討対象外設備長寿命化検討対象・基本的に長寿命化対策検討対象設備・基本的に長寿命化対策検討対象外設備長寿命化検討対象・基本的に長寿命化対策検討対象設備・基本的に長寿命化対策検討対象外設備
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1.処理機能

・揚水機能

・消毒機能

・脱水機能

・転落防止機能

　(付帯設備)

・沈殿機能 ・高級処理機能

・汚泥処理機能

・用水機能

2.対象施設

・沈砂池・ポンプ棟

・塩素混和池

・放流渠・吐口

・汚泥貯留槽(脱水機)

・管理棟

・最初沈殿池

・反応タンク

・最終沈殿池

・汚泥濃縮タンク

・汚泥消化タンク

・汚泥焼却炉

・用水施設　　など

3.機能上の重要度

4.腐食環境度

高い 低い

低い

中程度

高い
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土木施設   初期点検表

（躯体）

水処理施設(沈殿施設)

材料(ｾﾒﾝﾄ) ■普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 ■21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

■圧縮強度 □表面強度）

mm

mm

mm/年

年 判定：

目視点検の点検内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

備    考



詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見

経過年数は、31年であるが、中性化は進行しており、鉄筋

腐食までの残余年数が残耐用年数を下回っており、コンク

リートの状態としては何らかの措置が必要な時期に入って

いると考える。また、ひび割れは多数確認されており0.2mm

を超える箇所も確認できる。詳細点検を行うことが望ましい

と判断する。

鉄筋腐食（状態監視）

残余年数　　： 11.5 NG

緊急措置の要否 要　　・　　否

物性試験

21N/mm2 以上 （試験方法

劣化状態

中性化深さ　： 35

鉄筋かぶり厚： 50

腐食速度　　： 1.3

目視点検

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

形　式 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（Ⅳ-1類）_地下2階、地上2階

その他（　       　）

点検項目 異常の有無 異常の内容

仕　　様

形式・仕様

設置年度 1979 耐用年数 50

経過年数 31

経過年数／耐用年数

0.62

資産名称 最初沈殿池_1系列_躯体

大分類 中分類 躯体 小分類 RC造

管 理 No． 10001

点検年月日 2010/4/21

点  検  者 大阪　太郎

B2F、A-2通り壁にｸﾗｯｸ多数有り。



B1F_天井から滴下、数箇所有り。

B2F_天井に一部剥離部が確認できる。



記入例
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土木付帯設備   初期点検表

（手摺・足掛金物）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

水処理施設（共通施設）

中分類 付帯設備 小分類 手摺

設置年度 1979 耐用年数 18

経過年数 31

経過年数／耐用年数

1.72

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

劣化：目視により劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

取付状態：取付部のぐらつきの有無を確認する。

ことが望ましいと判断する。

備    考



詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見

取付形式として埋め込み式を採用していることから

雨水等が侵入し、鉄筋腐食に伴う発錆によりｺﾝｸﾘｰﾄ

が欠落している箇所が多い。

維持管理動線や見学者動線となっていることから、

緊急措置を取るとともに、早急に詳細点検を実施する

損　　傷



取付状態

取付け部のｺﾝｸﾘｰﾄが欠落している。

緊急措置の要否 要　　・　　否

手摺(アルミニウム製)

H1,100mm

点検項目 異常の有無 異常の内容

劣　　化



10001

2010/4/21

大阪　太郎

資産名称 最初沈殿池_1系列_手摺

大分類

仕　　様

記入例
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土木施設   定期点検表

（躯体）

ﾎﾟﾝﾌﾟ場(揚水施設)

材料(ｾﾒﾝﾄ) ■普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 ■21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

目視点検の点検内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

と判断する。

備    考



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見

経過年数は、31年であるが、中性化は進行しており、鉄筋

腐食までの残余年数が残耐用年数を下回っており、コンク

リートの状態としては何らかの措置が必要な時期に入って

いると考える。また、ひび割れは多数確認されており0.2mm

を超える箇所も確認できる。詳細点検を行うことが望ましい

目視点検

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

形　式 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（Ⅳ-1類）_地下2階、地上2階

その他（　       　）

点検項目 異常の有無 異常の内容

仕　　様

形式・仕様

設置年度 1979 耐用年数 50

経過年数 31

経過年数／耐用年数

0.62

資産名称 最初沈殿池_1系列_躯体

大分類 中分類 躯体 小分類 RC造

管 理 No． 10001

点検年月日 2010/4/21

点  検  者 大阪　太郎

B2F、A-2通り壁にｸﾗｯｸ多数有り。



B1F_天井から滴下、数箇所有り。

B2F_天井に一部剥離部が確認できる。



記入例
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①劣化無し 5

②ヘアクラック～0．2㎜未満 4

③0．2～1.0㎜未満 3

④1㎜以上 2

①劣化無し 5

②表面は指で掻き取れない 4

③表面が指で掻き取れる 3

④表面が指で簡単に掻き取れる 2

①劣化無し 5

②点錆、一部錆汁が見られる 4

③面錆、腐食有り、断面欠損無し、錆汁多い 3

④腐食顕著、断面欠損有り、錆汁顕著 2

①劣化無し 5

②滲み程度 4

③滴下 3

④噴出 2

①劣化無し 5

②打診で確認できる 4

③目視で確認できる 3

④剥離 2

①劣化無し 5

②骨材は掻き取れない 4

③骨材を手で掻き取れる 3

④躯体を手で剥離できる 2

健全度評価点数 点検項目 点検状況

ひび割れ

浮き

漏水

脆弱化

（表面劣化）

鉄筋腐食

骨材の露出
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①劣化無し 5

②点錆 4

③腐食があるが、断面欠損なし 3

④腐食が著しく、断面欠損有り 2

①劣化無し 5

②主部材以外の損傷 4

③主部材の損傷 3

④主部材の欠損 2

①劣化無し 5

②がたつき 4

③基礎部材の浮き 3

④基礎（躯体）の損傷 2

取付状況

点検項目

劣化

（腐食）

点検状況

損傷

（部材欠損）

健全度評価点数


image10.emf
①劣化無し 5

②点錆 4

③腐食があるが、断面欠損なし 3

④腐食が著しく、断面欠損有り 2

①劣化無し 5

②がたつき 4

③基礎部材の浮き 3

④基礎（躯体）の損傷 2

点検状況 点検項目

劣化

（腐食）

取付状況

健全度評価点数


image11.emf
①劣化無し 5

②所々に点食がある 4

③点食が著しい 3

④点食による穴あき 2

①劣化無し 5

②被覆層の小さな膨れ 4

③被覆層の破れ 3

④被覆層下部の躯体表面の骨材露出 2

①劣化無し 5

②被覆層の浮き 4

③被覆層のめくれ 3

④被覆層下部の躯体表面の骨材露出 2

点検項目 点検状況

健全度評価点数

点食

膨化

剥離
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①劣化無し 5

②滲み程度 4

③滴下 3

④噴出 2

①劣化無し 5

②点錆 4

③腐食があるが、断面欠損なし 3

④腐食が著しく、断面欠損有り 2

①劣化無し 5

②主部材以外の損傷 4

③主部材の損傷 3

④主部材の欠損 2

点検項目 点検状況

健全度評価点数

漏水

劣化

（腐食）

損傷

（部材欠損）
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土木施設   詳細点検表

（躯体）

ﾎﾟﾝﾌﾟ場(揚水施設)

材料(ｾﾒﾝﾄ) ■普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 ■21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

■圧縮強度 □表面強度）

mm

mm

mm/年

年 判定：

1997/1/15

2001/5/15

※1：判定内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

判定基準

5：設置当初の状態で、問題が無い。

4：劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、構造に影響を与えない状態。

2：劣化の進行度合いが大きく、構造に影響を与えている状態。

1：構造上問題がある状態。

備    考



健  全  度 3

履　　歴



(修繕・改築)

A-12通り_B2Fで壁の漏水処置を実施（Vｶｯﾄ)

B1Fの搬入開口周りのｺﾝｸﾘｰﾄの欠落が著しいため、補修を

実施



鉄筋腐食（状態監視）

残余年数　　： 11.5 NG

健全度評価 3.0

物性試験

21N/mm2 以上 （試験方法

劣化状態

中性化深さ　： 35

鉄筋かぶり厚： 50

腐食速度　　： 1.3

目視点検

※1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

経過年数／耐用年数

0.62

形　式 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（Ⅳ-1類）_地下2階、地上2階

その他（　       　）

点検項目 判定結果

小分類 RC造

仕　　様

形式・仕様

設置年度 1979 耐用年数 50

経過年数 31

管 理 No． 10001

診断年月日 2010/4/21

資産名称 最初沈殿池_1系列_躯体

大分類 中分類 躯体

記入例


image14.emf
土木付帯設備   詳細点検表

（手摺・足掛金物）

管 理 No．

診断年月日

最初沈殿池_1系列_1F_手摺

中分類 付帯設備 小分類 手摺

設置年度 1979 耐用年数 18

経過年数 31

経過年数／耐用年数

1.72

形　式

寸　法

1995/1/10

判定内容

劣化：目視により劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

取付状態：取付部のぐらつきの有無を確認する。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。

備    考



健  全  度 3

履　　歴



(修繕・改築)

B１F部の搬入口周りの手摺の定着部が破損し大きな

傾きが生じていたため、ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄ式の定着方法に修

繕を行った。



損　　傷

5   4   3   2   1

取付状態

5   4   3   2   1

健全度評価 3.0

仕　　様

手摺(アルミニウム製)

H1,100mm

点検項目 判定結果

劣　　化

5   4   3   2   1

10001

2010/4/21

資産名称 最初沈殿池_1系列_手摺

大分類

記入例


image15.emf
土木付帯設備   詳細点検表

（内部防食）

管 理 No．

診断年月日

水処理施設（共通施設）

中分類 付帯設備 小分類 内部防食

設置年度 1979 耐用年数 10

経過年数 31

経過年数／耐用年数

3.10

形　式

寸　法

80ppm

判定内容

点食：目視により点食の有無、程度を確認する。

膨化：目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

剥離：目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

硫化水素濃度：気相部のガス濃度を連続測定する。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。

備　　考



健  全  度 2

履　　歴



(修繕・改築)

本施設は、防食塗装の対象施設となるが、当初より

防食塗装が設置されていない。



剥　　離

5   4   3   2   1

硫化水素濃度

（連続測定による）

健全度評価 2.0

点検項目 判定結果

点　　食

5   4   3   2   1

膨　　化

5   4   3   2   1

大分類

仕　　様

防食塗装_Ｄ種

―

防食塗装の必要性 有　　・　　無

防食塗装の有無 有　　・　　無

10003

2010/4/21

資産名称 最初沈殿池_1系列_防食塗装

記入例
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image21.emf
土木施設   初期点検表

土木施設   初期点検表

（躯体）

（躯体）

材料(ｾﾒﾝﾄ) □普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 □21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

□圧縮強度 □表面強度）

mm

mm

mm/年

年 判定：

目視点検の点検内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

備    考



詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見



鉄筋腐食（状態監視）

残余年数　　：

緊急措置の要否 要　　・　　否

物性試験

　　N/mm2 以上 （試験方法

劣化状態

中性化深さ　：



鉄筋かぶり厚：



腐食速度　　：



目視点検

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

形　式



その他（　       　）

点検項目 異常の有無 異常の内容

仕　　様

形式・仕様

設置年度



耐用年数



経過年数



経過年数／耐用年数



資産名称



大分類 中分類



小分類



管 理 No．



点検年月日



点  検  者


image22.emf
土木付帯設備   初期点検表

土木付帯設備   初期点検表

（手摺・足掛金物）

（手摺・足掛金物）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

劣化：目視により劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

取付状態：取付部のぐらつきの有無を確認する。

仕　　様



資産名称



大分類

点検項目 異常の有無 異常の内容

劣　　化



損　　傷



取付状態



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見



備    考


image23.emf
土木付帯設備   初期点検表

（蓋類・トップライト）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

水処理施設（共通施設）

中分類 付帯設備 小分類 簡易覆蓋

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

劣　　化

有　・　無

取付状態

有　・　無

劣　　化

有　・　無

取付状態

有　・　無

点検内容

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

取付状態：本体、受枠のがたつきの有無を確認する。



資産名称



大分類

仕　　様



点検項目 異常の有無 異常の内容

本　　体



受　　枠



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見



備　　考
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土木付帯設備   初期点検表

土木付帯設備   初期点検表

（内部防食）

（内部防食）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

点食：目視により点食の有無、程度を確認する。

膨化：目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

剥離：目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

硫化水素濃度：気相部のガス濃度を連続測定する。



資産名称



大分類



点検項目 異常の有無 異常の内容

防食塗装の必要性

防食塗装の有無

有　　・　　無

有　　・　　無

点　　食



膨　　化



仕　　様

剥　　離



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見



備　　考


image25.emf
土木付帯設備   初期点検表

（ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ：EXP.J）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

管理棟 中分類 金属物 小分類 EXP

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

漏水：目視により漏水の有無、程度を確認する。

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

※劣化・損傷は、躯体外部へ露出しているものを対象とする。



資産名称



大分類

仕　　様



点検項目 異常の有無 異常の内容

漏　　水



劣    化

※



損    傷

※



緊急措置の要否 要　　・　　否

備　　考



詳細点検の要否 要　　・　　否

所　　見


image26.emf
土木施設   定期点検表

土木施設   定期点検表

（躯体）

（躯体）

材料(ｾﾒﾝﾄ) □普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 □21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

目視点検の点検内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

耐用年数

管 理 No．



点  検  者



資産名称



大分類 中分類



小分類



仕　　様

形式・仕様

設置年度



緊急措置の要否

詳細点検の要否

要　　・　　否

要　　・　　否



経過年数



経過年数／耐用年数



形　式

有　・　無

有　・　無

その他（　       　）

点検項目

目視点検

異常の内容



備    考



点検年月日



所　　見

異常の有無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無


image27.emf
土木付帯設備   定期点検表

土木付帯設備   定期点検表

（手摺・足掛金物）

（手摺・足掛金物）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

劣化：目視により劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

取付状態：取付部のぐらつきの有無を確認する。



資産名称



大分類

仕　　様



取付状態



点検項目

劣　　化

損　　傷



備    考



異常の有無 異常の内容



要　　・　　否 詳細点検の要否

要　　・　　否 緊急措置の要否

所　　見


image28.emf
土木付帯設備   定期点検表

（蓋類・トップライト）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

劣　　化

有　・　無

取付状態

有　・　無

劣　　化

有　・　無

取付状態

有　・　無

点検内容

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

取付状態：本体、受枠のがたつきの有無を確認する。



点検項目



資産名称



本　　体

受　　枠

異常の有無 異常の内容



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否



備　　考



所　　見

大分類

仕　　様
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土木付帯設備   定期点検表

土木付帯設備   定期点検表

（内部防食）

（内部防食）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

点食：目視により点食の有無、程度を確認する。

膨化：目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

剥離：目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

硫化水素濃度：気相部のガス濃度を測定する。



資産名称



大分類

仕　　様



点検項目



点　　食

膨　　化

剥　　離

異常の有無 異常の内容



緊急措置の要否 要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否



備　　考



所　　見


image30.emf
土木付帯設備   定期点検表

（ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ：EXP.J）

管 理 No．

点検年月日

点　検　者

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

有　・　無

有　・　無

有　・　無

点検内容

漏水：目視により漏水の有無、程度を確認する。

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

※劣化・損傷は、躯体外部へ露出しているものを対象とする。



資産名称



大分類

仕　　様



点検項目



漏　　水

劣    化

※

損    傷

※

異常の有無 異常の内容

備　　考



緊急措置の要否

所　　見



要　　・　　否

詳細点検の要否 要　　・　　否


image31.emf
土木施設   詳細点検表

土木施設   詳細点検表

（躯体）

（躯体）

材料(ｾﾒﾝﾄ) □普通 □高炉 □

設計基準強度 □18N/mm2 □21N/mm2 □24N/mm2

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

浮　　き

骨材の露出

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

□圧縮強度 □表面強度）

mm

mm

mm/年

年 判定：

※1：判定内容

ひび割れ：ひび割れ幅と程度を確認する。

表面劣化：表面の脆弱化を確認する。

鉄筋腐食：鉄筋腐食の状態を確認する。

漏水：躯体面からの漏水の状態を確認する。

浮き：躯体面のコンクリートの浮きを確認する。

骨材の露出：表面の骨材の露出状況を確認する。

判定基準

5：設置当初の状態で、問題が無い。

4：劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、構造に影響を与えない状態。

2：劣化の進行度合いが大きく、構造に影響を与えている状態。

1：構造上問題がある状態。

5   4   3   2   1

健  全  度

鉄筋かぶり厚：



管 理 No．

診断年月日



5   4   3   2   1

その他（　       　）

判定結果

5   4   3   2   1

点検項目

物性試験

備    考

小分類



中分類

設置年度

経過年数

健全度評価



劣化状態

形　式



耐用年数

経過年数／耐用年数



5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1



（試験方法 21N/mm2 以上



腐食速度　　：



資産名称



大分類

仕　　様

形式・仕様

目視点検

※1

中性化深さ　：



鉄筋腐食（状態監視）

残余年数　　：

履　　歴



(修繕・改築)


image32.emf
土木付帯設備   詳細点検表

土木付帯設備   詳細点検表

（手摺・足掛金物）

（手摺・足掛金物）

管 理 No．

診断年月日

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

判定内容

劣化：目視により劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

取付状態：取付部のぐらつきの有無を確認する。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。

大分類

仕　　様



劣　　化

損　　傷

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

健  全  度



資産名称



点検項目 判定結果

取付状態



履　　歴



(修繕・改築)



5   4   3   2   1

健全度評価



備    考


image33.emf
土木付帯設備   詳細点検表

（蓋類・トップライト）

管 理 No．

診断年月日

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

劣　　化

取付状態

劣　　化

取付状態

判定内容

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

取付状態：本体、受枠のがたつきの有無を確認する。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。

仕　　様



資産名称



点検項目 判定結果

大分類



健全度評価

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

履　　歴



(修繕・改築)



5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

本　　体

受　　枠



健  全  度



備　　考


image34.emf
土木付帯設備   詳細点検表

土木付帯設備   詳細点検表

（内部防食）

（内部防食）

管 理 No．

診断年月日

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

ppm

判定内容

点食：目視により点食の有無、程度を確認する。

膨化：目視により塗装の膨化有無、程度を確認する。

剥離：目視により塗装の剥離有無、程度を確認する。

硫化水素濃度：気相部のガス濃度を連続測定する。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。



防食塗装の要否 要　　・　　否

防食塗装の有無 有　　・　　無



仕　　様



資産名称

大分類

点検項目 判定結果

点　　食

5   4   3   2   1

膨　　化

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

健全度評価



健  全  度

（連続測定による）

備　　考



履　　歴



(修繕・改築)



剥　　離

硫化水素濃度


image35.emf
土木付帯設備   詳細点検表

（ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ：EXP.J）

管 理 No．

診断年月日

中分類 小分類

設置年度 耐用年数

経過年数

経過年数／耐用年数

形　式

寸　法

判定内容

漏水：目視により漏水の有無、程度を確認する。

劣化：目視により本体、受枠の劣化の状態を確認する。

損傷：目視により部材の損傷有無、程度を確認する。

※劣化・損傷は、躯体外部へ露出しているものを対象とする。

判定基準

5：設置当初の状態で、機能上問題が無い。

4：機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3：劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。

2：機能しているが劣化の進行度合いが大きい状態（所定の機能不足）。

1：機能が果たせない状態（機能停止）。

備　　考



健全度評価



健  全  度



損    傷

※

5   4   3   2   1

点検項目 判定結果

漏　　水

劣    化

※

5   4   3   2   1

5   4   3   2   1

仕　　様



資産名称



大分類

履　　歴



(修繕・改築)


image36.emf
土木施設   初期点検写真/定期点検写真

（躯体）

目視点検

表面劣化

鉄筋腐食

漏　　水

点  検  者



資産名称



管 理 No．



点検年月日



設置年度 耐用年数



経過年数



点検項目

大分類 中分類



小分類



点検写真


image37.emf
浮　　き

骨材の露出

※点検写真は、点検項目毎に遠影、近景、接写の3枚とする。

備    考


image38.emf
土木施設   初期点検写真/定期点検写真

（例：手摺・足掛金物）

劣　　化

損　　傷

取付状態

※点検写真は、点検項目毎に遠影、近景、接写の3枚とする。

管 理 No．



点検年月日



点  検  者



資産名称



大分類 中分類



小分類



備    考

設置年度 耐用年数



経過年数



点検項目

点検写真


image39.emf
土木施設   詳細点検写真

（躯体）



管 理 No．



点検年月日



点  検  者



経過年数



点検項目

点検写真

資産名称



大分類 中分類



小分類

目視点検

表面劣化

鉄筋腐食

設置年度 耐用年数



漏　　水

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：


image40.emf
※点検写真は、点検項目毎に遠影、近景、接写の3枚とする。

骨材の露出

浮　　き

備    考

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：


image41.emf
土木施設   詳細点検写真

（例：手摺・足掛金物）

※点検写真は、点検項目毎に遠影、近景、接写の3枚とする。

管 理 No．



点検年月日



点  検  者



資産名称



大分類 中分類



小分類



設置年度 耐用年数



経過年数



点検項目

点検写真

備    考

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

健全度評価点：　　 ／ ｺﾒﾝﾄ：

劣　　化

損　　傷

取付状態


image42.emf
資産管理表 (  1  /  1  )

管理№ 資産名称 資産位置 仕様

設

置

年

度

経

過

年

数

耐

用

年

数

備考

10001 最初沈殿池_1系_躯体 最初沈殿池_1系_屋外 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造_Ⅳ-1類 1979 31 50

10002 最初沈殿池_1系_手摺 最初沈殿池_1系_屋外 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製_H1100mm 1979 31 15

10003 最初沈殿池_1系_内部防食 最初沈殿池_1系_池内部 防食塗装_D種 1979 31 10


